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平成二十八年八月から

食費・部屋代の負担軽減の見直しについて

　厚生労働省
○介護保険三施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施

設、介護療養型医療施設）やショートステイを利用す

る方の食費・部屋代については、ご本人の負担が原則ですが、低所得の方については、食費・部屋代の負担軽減を行っています。
○自宅で暮らす方、保険料を負担する方、老齢年金を受給している方との公平性を高めるために、食費・部屋代の負担軽減措置の利用者負担段階の判定に、非課税年金（遺族年金・障害年金）も含めるように見直しを行います。
★負担限度額認定更新（申請）について　
　これまで、「負担限度額認定」は一度申請・認定されると、次年度からは自動更新されていましたので、「今まで、そんな（面倒な）ことやっていたっけ？」と思われる方が多いのではないかと思います。
しかし、昨年の制度改正から、預貯金に関する申告も追加されて更新申請・認定が毎年行われるようになりました。そして前記の通り、今年からその判定基準の見直しがあります。（申請書に、非課税年金の種別を記入欄が追加されます。）
現在有効の「負担限度額認定証」は平成二十八年七月三一日までとなっています。

そのため、六月下旬頃、北区介護保険課から、ご本人の住所地に、「負担限度額認定申請書」が送付される予定です。

期限までに手続きした方で、認定となる方には、「平成二十八年八月一日」から有効となる新しい認定証が交付されます。
　また、その新しい認定証は、さくら荘で確認・保管させていただくこととなりますので、合わせてよろしくお願いいたします。
＊六月の家族会で詳しい説明を予定しています。
退所のお知らせ　　　　　　　Ｔ・Ｋ　さん

Ｔさんは平成二十七年三月に入所され、さくら荘で約一年を過ごされました。
　Ｔさんは、「（介護の前の説明に、不安そうに）私にできるかなぁ、（介護中）わぁ～（悲鳴？）（介護終了時）上手だね。怖くなかったよ、ありがとう。汗びっしょりだね。ありがとう。」と毎日、毎回、手を合わせて、私たち職員を労って下さいました。
　また、同じテーブルで食事をする方が「まずい！」と言われると、「そんなことないよ。美味しいよ。私たちのために、一生懸命作ってくださったからね。感謝して頂きましょう。」Ｔさん感謝トークは尽きません。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年九十一才）
Ｎ・Ｎ　さん
Ｎさんは平成二十七年六月に入所され、さくら荘で約一年を過ごされました。

面会のたびに「私には言わなくても良いんだけと、皆さんにありがとうと言ってほしい。」と心配されていた奥様！「ありがとう」とお礼の言葉をたくさんいただきました。Ｎさんの生活がより良くなるようにと、奥様も家族会にも参加し、行事参加や、家族ボランティアもして頂きました。（ありがとうございました。）
心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十五才）

入所のお知らせ　よろしくお願いいたします。

Ｋ・Ｙ　さん

Ｋさんは昭和二十三年四月生まれ、六十八才。
入所前面接の時、「テレビは夜、何時まで見ていいのですか？」と遠慮がちに、小さい声で質問がありました。今は四人部屋ですから、原則二十一時です。来年、新しい施設の個室では、もっと自由に過ごしていただくことが出来ます。
Ｋさんらしく過ごして頂けるよう支援したいと思います。

Ｎ・Ｎ　さん

Ｎさんは大正十年八月生まれ、九十四才。

　「忘れることが多くなって、いろんな事がしんどくなりました。お世話になります。」とＮさんの入所への決意です。
　杖歩行でスタスタと元気に歩かれていますが、長く起きていると腰に痛みが出るそうです。右耳の補聴器で、みんなの話聞えますか？遠慮しないでいろいろ教えて下さいね。
家族会（報告）　（五月二十八日）報告・（家族会書記）

★施設長の挨拶
・さくら荘として最終年の今年も、あっという間に二ヶ月。大きな事故や事件はありませんが、ヒヤリとしたり、ハッとすることは皆無ではありません。こうしたことは、大きな事故を防ぐ大切な情報になります。その情報を職員一人ひとりがしっかりと確認し、新しい施設の運営につなげていきたいと思っています。
★スタッフからの報告
・五月は転倒が三件ありました。うち一件は入院・手術されました。二件は通院し、異常がないことを確認しました。しかし高齢者の場合、三ヶ月後くらいに後遺症が出る場合もありますので、注意しています。入居者を拘束せず、動き出しに反応するセンサーをつけて対策等、転倒対策の環境づくりを進めています。（相談員） 
・季節にあったメニューを考えています。五月の新茶の季節には茶蕎麦、六月は梅雨の季節なので梅をテーマにメニューを考えています。さらに七月は素麺流しなどです。食事を通して入居者に季節の喜びを感じて頂きたいと思っています。また、熱中症にも注意していきたいと思っています。（栄養士） 　　　　　　　　　　　　　　新施設について、新しい施設の準備として、五月二十一日に介護業界の就職フォーラムに参加してきました。さくら荘ブースには、新卒者や経験者を含め二十人ほどの方に来ていただきました。いい方をキャッチし、いい仕事をしていきたいと思いました。そのために、スタッフ全員で、さくら荘の介護方針を再確認し、共有していきたいと思っています。（相談員）
◆家族会からの意見、質問
・入居して二年、意欲がダウンし、身体も弱まり認知症が進んでいる感じがします。そんな心配も、スタッフや家族会等で話すことで、少しは解消できる部分があります。 
・入居して一年半。自分でできることが少なくなっていますが、安定した毎日を過ごしています。生きる意欲を高めるための季節の行事や多彩なイベントには感謝しています。また、心配ごとや悩みも家族会で話し合えるのも安心ですね。多くの方に参加していただきたいと思います。私も散歩時の車椅子のつきそいなど、ボランティア活動に参加して行こうと思っています。
 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★六月の家族会・定例会は、四階フロアで


平成二十八年六月二十五日（土）午後一時三十分～


　多数の方のご参加をお待ちしています。








